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令和４年度男女共同参画・共生社会推進統括官における 
新規事業の実施状況について 

 
Ⅰ ジェンダー平等ワーキンググループの開催 

1. 目的 

 総合計画 2021 改訂版アクションプランにおいて、女性の活躍推進ネットワーク会議の下

部組織として「ジェンダー部会」を設置・運営し、本県の女性活躍促進に必要な施策を「働

く女性の視点」から検討し、Ｒ５年事業としての予算化を目指す。 

2. 内容 

 県内企業で働く女性等 10 人によるワーキングを実施。 

ワーキングで作成した「提言書」を用いて、令和４年度やまなし女性の活躍推進ネット

ワーク会議で提言を行った。 

 

写真１（ワーキング）            写真２（ネットワーク会議における提言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 山梨の未来を担う女性活躍促進セミナーの開催 

1. 目的 

女性活躍社会の実現に向けて、県内外で活躍する県内出身の女性弁護士や経営者等を招

き、仕事と子育てとの両立、キャリアアップなどをテーマにセミナー、パネルディスカッ

ションを開催し、これからの将来の山梨を担う若年層（主に女子大学生や若手の女性会社

員）に対して、家庭と仕事の両立やキャリアデザインについて考える契機とする。 

2. 内容 

若年層を中心とした県民を対象に、女性活躍のロールモデルである県内外で活躍する女

性と、県内女性大学生とのパネルディスカッションを開催する（2 月 19 日(日)実施予定。）。 
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Ⅲ 若年層に向けた啓発事業 

1. 目的 

 固定的役割分担意識や、性差に関する偏見や固定観念、無意識の思い込み（アンコンシ

ャスバイアス）は、長い時間をかけて人々の意識の中に形成されるもので、男女共同参画

の実現に向けた大きな障壁のひとつである。 

 これらの意識や固定観念は家庭生活や幼少期から知らず知らずのうちに植え付けられて

いくものであるため、年代や発達段階に応じた意識啓発を行う。 

2. 内容 

① 小学生に向けた啓発 

◆小学生図画コンクール開催 

 子どもの頃からの男女共同参画に対する意識付け及び理解促進を図るため、県内 

小学生に対し、男女共同参画をテーマとした図画を募集し、優秀作品を表彰した。 

 【部  門】小学生高学年の部、低学年の部 ※応募総数 28 校 125 点 

 【入賞区分】部門ごと、知事賞（1 名）、教育長賞（1 名）、入賞（2 名）、佳作（2 名） 

の計１２名 

【表 彰 式】入賞作品は「県民の日記念行事」（R4.11.20）において表彰および展示。  

 なお、入賞作品は今後の男女共同参画の啓発作品として展示、活用していく。 

 

写真１ 表彰式                  写真２ 展示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中学生に向けた啓発 

◆中学生啓発パンフレット作成 

 中学生は、思春期に入り様々な葛藤の中で自ら生き方を模索し始める時期であるこ

とから、性別によって役割や生き方等を決めたり、無意識の思い込みにより、一人ひ

とりの個性が生かされないことがないよう、自分の進路を考える中学生時代に、性別

にとらわれず、夢に向かって進むことの大切さが実感できるようなパンフレットを作

成する。県内中学生に配布（作成中：3 月配布予定。） 

 

資料２－３ 
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③ 高校生以上向け事業 

◆若者の性暴力被害予防啓発事業 

「性暴力の予防啓発」をテーマとして、効果的な啓発を県と大学生が協働で実施。 

大学生がグループで啓発動画の作成をし、報告会で県民に向け発表。また、県の 

公式 YouTube チャンネルにも動画を掲載した。 

写真１（動画作成のためのワーク）    写真２（発表会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
Ⅳ 交流サロン 

1. 目的 

 男女共同参画先進県や共生社会の実現を目指し、県と関係団体が緊密に連携するととも

に広く県民の男女共同参画推進・共生社会推進に関する気運を高めるため、定期的に開催

する。 

県が委嘱した男女共同参画・共生社会推進専門人材（統括アドバイザー）を中心に、特

定のテーマに関して、その都度公募する参加者が意見交換やワークショップなどを実施。

その場で出たアイデアや具体的な提案については、統括アドバイザーの助言を受けながら、

団体等がそれをもとに、自ら取り組みを進めたり、施策立案の参考としていく。 

2. 内容 

萩原なつ子統括アドバイザーを講師に、各市町村長や、各市町村男女共同参画推進委員、

地域で活動する女性団体、学生、若者、各業界団体等に対して計 41 回実施（R5.1 末時点）。 

写真１ ワークショップ                  写真２ ワークショップ 
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Ⅴ 地域活動活性化促進事業 

1. 目的 

 峡南地域において、男女共同参画の観点よる自主的な実践活動を行うグループや、グル

ープ活動を強化できる「キーパーソン」となる人材を養成し、県民の意欲と能力に応じた

様々な分野への積極的な参画と活動による地域の活性化を支援する。 

2. 内容 

 応募要領により応募した者または峡南地域の市町村等から推薦があった県民の中から、 

１０名程度を選考。コーディネーターである広岡守穂 氏（中央大学名誉教授）の講義及び

コーディネートを受けながら、参加者が小グループに分かれ調査研究を自主的に進め、実

践活動を行った。（全 6 回） 

 

写真１ 講義                          写真２ ワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ ＤＶ被害相談促進動画の作成・放映 

1. 目的 

ＤＶ被害者や周囲の人がＤＶ被害に気づき、相談行動することで適切な支援につなげる

契機とする。 

 

2. 内容 

 ＤＶ被害者相談促進動画を作成し、女性に対する暴力をなくす運動期間に合わせて、11

月に Youtube で動画広告及び動画を公開した。 

動画は令和 5 年 1 月末現在で視聴回数 2,908 回となっている。 

 
 
 

 

 

動 画 
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Ⅶ 性の多様性理解促進事業 

1. 目的 

 性的指向や性自認に関わらず誰もが個性と能力を発揮できる、多様性を尊重する社会を

実現するため、理解の促進と普及啓発を図る取組を行う。 

2. 内容 

職場、学校及び社会全体に向け、LGBTQ+等の性的マイノリティが抱える課題が、県民

一人ひとりにとって身近な問題だと認識するとともに、正しい知識と具体的な対応につい

て学ぶ機会を提供した。 

 ①学校向け 

（１）教員向け研修会の開催 

   中学校の生徒指導担当者を対象に LGBTQ+について理解を深めるための研修を実施。 

（２）スクールカウンセラー（ＳＣ）向け研修会の開催 

   学校配置のＳＣを対象に、LGBTQ+について理解を深めるための研修を実施。   

（３）高校生向けパンフレットの作成、配布 

   高校生向けに LGBTQ+について理解を深めるためのパンフレットを作成し配布する。 

   （作成中：3 月配布予定） 

  

②職場向け 

 （１）企業向け研修会の開催 

   企業の人事担当者等を対象に、企業が性の多様性に取り組む必要性と具体的な取り 

組み内容について学ぶ研修を実施。 

 （２）職場向けパンフレットの作成 

   企業等が活用できるよう、職場における留意や配慮すべき点など LGBTQ+の方との 

接し方を理解するためのデータパンフレットを作成する。 

（作成中：県ホームページ等において掲載予定） 

 

写真１（学校向け研修会）           写真２（企業向け研修会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


